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環境負荷低減への取り組みを推進し、持続可能な社会への貢献を図ります。

6-1 環境負荷低減への取り組み

基本的な考え方

当社グループは医療機器及び産業機器の設計・製造・販売

を中心とした企業活動と地球環境との調和を目指し、環境

保全に積極的に取り組み、社会に貢献します。

推進体制

■トップダウンによる環境活動の推進
当社グループは、環境負荷低減の重要性を理解し、TCFD

提言への賛同をはじめとして、全社的な環境保全・保護活

動に積極的に取り組みます。

■ボトムアップによる環境活動の推進
当社グループの全従業員は、環境負荷低減の重要性を理解

し、環境保全・保護活動に積極的に取り組みます。

気候変動への取り組み
TCFDの提言に基づく情報開示

気候変動による影響が年々深刻化し、社会的な関心も高ま

るなかで、企業にも積極的な対応が求められています。

金融安定理事会により設置された「気候関連財務情報開示

タスクフォース（TCFD）」では、2017年に発表した最終報告

書のなかで、企業に対して気候変動関連リスク・機会につ

いての情報を開示することを求めています。

当社グループはTCFDへの賛同を表明しております。TCFD

の定める4項目（ガバナンス、戦略、リスク管理、指標と目

標）に沿って、気候変動に関する情報開示を積極的に進め

てまいります。

ガバナンス

当社グループでは、医療機器・産業機器の開発・製造・販

売を中心とした企業活動と地球環境との調和を目指し、環

境保全に積極的に取り組み、また企業活動全般において、

持続的な社会に貢献することを基本方針としております。ま

た、気候変動への対応を含む環境への取り組みについて、

中期経営計画における「持続的成長に向けた経営基盤の確

立」の重要課題の一つに設定しております。

具体的な取り組みとしては、気候変動をはじめとするサステ

ナビリティ関連の重要課題に関し、取締役会が適切に監督

を行うための体制を構築しています。特に経営上のリスク・

機会にかかわる重要事項については、環境担当役員及び

ESG担当役員から社外取締役を含む全取締役に報告され、

取締役会において議論の上、当社グループの経営戦略に反

映されます。 朝
日
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脱炭素関連の政策・
法規制の強化

温室効果ガス排出規制の強化や、炭
素税・排出枠取引の導入などにより、
省エネ設備の投資を含む操業コスト
が増加するリスク

CO2排出量削減の取り組み推進
再生可能エネルギーの利用
低炭素の代替物への切り替え
包装の軽量化

サプライヤーの気候変動リスク評価
サプライヤーアンケートの実施
代替の購入方法検討
代替の生産・販売ルートの検討

生産拠点の気候変動リスク評価
生産拠点の分散化
大規模浸水が想定される拠点の対策検討

サプライチェーン寸断により、サプ
ライヤーからの原材料の調達や、
製造子会社から販売先への供給に
支障が生じるリスク

製造拠点の損壊などに伴う生産停止
などにより、販売先への製品供給の
遅延や、破損した設備の復旧コスト
が生じるリスク

平均気温の上昇により、生産施設の
維持・管理コストが増加するリスク

医療現場の効率性の向上に貢献で
きる製品の供給機会

新素材の探索、製品設計の変更、薬事
対応などに伴う、研究開発費や販管費
の増加するリスク

プラスチック削減や環
境負荷の低い素材への
移行・素材価格の上昇

薬事組織のグローバル化
新素材研究の強化

気象災害(大雨・洪水・
台風)の発生頻度増、
規模拡大

リスク/機会 重要リスク 当社グループのリスクと機会 影響
（顕在化する期間/重要度） 対応策

移行リスク

中期

物理的リスク

気温上昇

機会

空調設備の入れ替えなど

研究開発の強化

大

長期 大

長期 大

中期 中

長期 小

長期 小新型感染症の広がり
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気候変動にフォーカスしたシナリオ分析としては、IEA（国際エネルギー機関）の示す2℃（及び2℃未満）シナリオ、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）

の示す4℃シナリオ（RCP8.5）などに沿って中長期的な将来予測を進めています。2℃（及び2℃未満）シナリオでは省エネ規制の強化や炭素税及び排出枠取

引の導入、主要材料に対する環境規制や価格上昇などの移行リスクが想定されます。また、4℃シナリオでは、特に洪水や台風などの災害発生によるサプ

ライチェーンの寸断や製造拠点の稼働停止などの物理リスクが大きくなることが想定される一方で、平均気温の上昇に伴う感染症リスクの増大は、当社グ

ループにとっては医療現場の効率性の向上に貢献できる製品の供給機会になる可能性があります。このような予測に基づき、取締役会議において、各グ

ループ会社が事業分野ごとにリスク・機会の分析を実施・共有しています。

今回はシナリオ分析の第一段階として、事業影響・財務影響の定量的な算出は行っておりませんが、リスクが顕在化する可能性や時期、顕在化した場合の重要
度等を定性的に評価し、影響度を大・中・小に分類しました。なお、中期は10年程度、長期は30年程度を想定しております。

戦略

地球への環境負荷が増大する中、持続可能な社会が実現

されなければ、企業活動を行っていくことができません。

特に、命にかかわる医療機器は、地球災害の激甚化に伴う

サプライチェーンの寸断や医療機器供給能力の低下は、事

業リスクのみならず社会リスクです。

気温上昇に伴う将来の環境規制の厳格化及び自然災害リスク

の増大によって、当社グループの事業活動においても影響が

生じる可能性があります。このような環境認識に基づき、TCFD

提言に基づくシナリオ分析とリスク把握を実施いたしました。

リスク管理

気候変動関連のリスクも含め、経営に大きな影響を及ぼす

案件については、取締役会にてリスク評価、対応策や予防

措置を議論・検討し、評価・特定された気候変動関連のリ

スク・機会についても管理していきます。

なお、リスク管理は 、各部門がリスク・機会に対応する取

り組みを実施しています。

気候変動関連のリスクに関しては、経営戦略室が取りまと

め、重要リスクについて取締役会に報告しています。

今後は、 TCFD 提言に基づく気候関連リスクのフォローアップ

を実施するとともに、全社的なリスクマネジメントとの連携

も含めた気候関連リスクの管理体制構築の検討を進めてま

いります。

気候変動に対する影響の分析
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6-1   |   環境負荷低減への取り組み

指標と目標

当社グループは、SBTの1.5℃水準の削減目標※に即し、

2030年までにCO2排出量を2022年6月期比で30％削減する

中期的なCO2排出量の削減目標を策定いたしました。

なお、当削減目標は当社グループの事業活動から排出され

るCO2排出量（SCOPE1＋SCOPE2)を対象としており、サプ

ライチェーン全体でのCO2排出量（SCOPE1＋SCOPE2＋

SCOPE3)の削減目標については今後1年以内の策定を予定

しております。

当社グループは未だ成長過程にありますが、事業の拡大を

図りながらも、当社グループの事業が環境に与える影響と

気候変動リスクを正しく認識したうえで、温室効果ガスの削

減に積極的に取り組んでまいります。

SCOPE1+SCOPE2

当社グループの事業活動から排出されるCO2排出量は、新

工場の立ち上げや生産量の増加に伴って、当社グループ全

体として前年同期比で増加しておりますが、売上高の増加

によって、売上高原単位での排出量は10.2％減少いたしま

した。

当社グループは売上高の規模に対して事業活動から排出さ

れるCO2排出量は比較的少ないと考えておりますが、製造

工程の効率化やこまめな節電をはじめとした省エネ活動に

加えて、将来的な再生可能エネルギーへの転換なども含め

た総合的な取り組みを検討し、実施してまいります。

SCOPE3

当社グループでは、主要取引様に対して環境配慮に関する

アンケートを実施するなどサプライチェーン全体での温室

効果ガスの削減に向けた取り組みを進めています。2022年

6月期のSCOPE3については、当社単体のみの排出量を算

出しておりますが、今後当社グループ全体での排出量の算

出を行うための体制を整備してまいります。

※SCOPE2については2022年6月期から過去年度も含めて算定方法の見直しを
しております。

※SBT(Science Based Targets)：パリ協定に整合した、気候変動による世界平均
気温上昇を産業革命前と比べ1.5℃未満に抑えるための目標。

■CO2排出量（SCOPE1＋SCOPE2)

SCOPE1(t-CO2)

SCOPE2※(t-CO2)

合計
売上高原単位排出量
(t-CO2/百万円)

2020/6月期 2021/6月期 2022/6月期

1,790
35,573
37,363

1,877
39,281
41,158

2,349
44,385
46,734

0.66
 　

0.67 0.60

■CO2排出量（SCOPE3)

SCOPE3(t-CO2) 

2022/6月期

74,045

カテゴリ別データは非財務サマリー（100ページ）をご参照。
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ISO14001認証の取得

＜環境マネジメントシステム＞

当社グループは、デバイス事業の主要事業所毎に環境方針

を定め、環境マネジメントシステムの国際規格/ISO14001を

取得しています。

なお、メディカル事業においては、ISO14001 認証を取得し

ておりません。医療機器においては販売国毎の関連法規制

により原材料、包装材料、副資材、製造工程に至るまで厳

しい要求事項への適合と安全性を求められます。その中で

環境負荷物質の使用制限や不使用についても製品設計の段

階から考慮されています。

環境保全に配慮した製品提供の例

当社グループのガイドワイヤーは、当社のコアテクノロ

ジーを活用した独自構造の採用を通して、治療中の耐久性

（操作性が失われる変形のしにくさ）を向上させています。

これにより、一回の手技に使用するガイドワイヤーの本数、

即ち医療廃棄物の削減がなされています。また、当社グ

ループの貫通カテーテルは、当社独自の金属構造体・ACT 

ONE（多条コイル）を採用して、他社のカテーテルより金属

体積比率を増やすことにより樹脂材料の使用量を低減させ

ており、マイクロプラスチックの削減がなされています。

6-1   |   環境負荷低減への取り組み

■ ISO14001 認証の取得状況

トヨフレックス株式会社

①関連する法規制、条例及び同意したその他の要求事項を順守します。

②当社の企業活動が環境に与える影響を的確に把握し、常に適切な環境目的・目標を設定して、環境影響を継続的に改善し、環

境汚染の予防・環境保証する重点活動項目を次の通り定めます。

③環境教育を通じ、全従業員の意識向上を図り、一人ひとりが、自ら責任を持って環境保全・保護活動を遂行できるように、啓発

と支援を行います。

④この環境方針を、当社の為に働く全ての人に周知するとともに、広く一般に公開します。

環境方針
当社グループは、ステンレスワイヤーロープの設計・製造・販売、カテーテル及びガイドワイヤーの設計・製造、金属ワイヤー

ロープ加工装置の製造・販売を中心にした事業活動において、環境を配慮した生産活動の推進及び環境保全・保護への取り組

みを通じて、社会に貢献することを目指し、次の通り方針を定めます。
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・省資源、省エネルギーを推進します。
・廃棄物の削減、分別、再資源化に取り組みます。
・環境保全・保護に配慮した製品提供に取り組みます。
・化学物質の管理を徹底します。 
・環境改善に有益な購買品の活用に取り組みます。
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1

2
温室効果ガス削減に向けた取り組み

当社グループは、大量の温室効果ガスやエネルギーを使用

しない事業構造ですが、全事業所において、事業活動に伴

う温室効果ガス排出量、エネルギー使用量の削減を課題と

捉え、気候変動問題の解決への貢献を目指し、温室効果ガ

ス及びエネルギー使用量の削減に取り組んでいます。

省エネルギーの推進

当社グループでは、エネルギーの効率化や気候変動対策な

ど、事業活動に伴うエネルギー消費量やCO2排出量の削減

を重要な課題として認識し、グループ全体で取組みを推進

しています。

　　省エネルギーの推進

　　環境保護活動への参加

廃棄物の削減、分別、再資源化

当社グループでは、資源の再利用や廃棄物排出量の削減

に取り組んでいます。

・ゴミ分別の徹底。

・会議資料などの印刷配布の制限。

・IT システムによる社内書類の電子化推進。

・製造用資材（金属材料）のリサイクル。

なお、当社グループの取り扱っている医療機器は、性質上

その大半が患者様の血液・体液へ接触するため、感染防止

の観点から使用後は全て法律上医療廃棄物として処理がな

され、資源のリサイクルやリユースが困難な製品となってい

ます。

環境保全に配慮した製品提供

当社グループでは、環境保全と人への影響・安全性に可能

な限り配慮した製品提供に取り組んでいます。

・製品設計におけるリスクアセスメントの実施。

・環境関連規制（RoHS 指令、REACH 規則、化審法など）
    物質の情報監視。

・規制物質の原材料、副資材、製品製造工程への適用を制限。

化学物質管理の徹底

■管理体制・手順

当社グループでは、人や環境に影響を及ぼす化学物質を関

連法規制（消防法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締法

など）に基づき、適正な使用・保管管理を徹底しています。

・工場及びオフィス等の照明器具のLED 化を推進し、こまめ
な消灯を徹底。

・人感センサー、タイマー制御による照明使用時間の削減。

・クールビズへの取り組みと空調温度（冬：20℃　夏：26℃）

管理の徹底。

・社用車にハイブリッドカーなどの低燃費車を採用。

・海外製造所からの顧客、代理店への直送。国内中継によ
る物流（輸送）燃料の削減。

・屋根に太陽光パネルを設置（セブ工場）。

・節電自動化用の機械設備の導入（ハノイ工場）。

・マングローブの植樹活動（セブ工場）。

・海岸清掃活動（セブ工場）。

・保有量の把握と保管設備の監視。

・管理責任者の設置。

・化学物質の使用に関するリスクアセスメントの実施と管理手
順の策定。

・定期的な作業環境の測定。
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■水使用量

※販売拠点は水使用量が極めて少なく、個別特定ができないため、上記集計から
　除いています。

水使用量（千m3）

2020/6月期

306

2021/6月期

319

2022/6月期

354
太陽光パネルの設置

食堂設置/節水食器洗浄機の導入 再生パレット（搬送用）の使用

ボビンのリターナブル化。再利用を推進

その他、省エネボイラーの導入やグリーン調達事務用品の使用などを推進しています。
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環境改善に有益な購買品の活用

当社グループでは、省エネルギー設備の導入やリサイクル備品、事務用品の活用を積極的に推進しています。

水資源に関する取り組み

当社グループにおける生産工程では、水を大量に使用する

プロセスはなく、部品洗浄や冷却水など限られた用途で水

を使用しています。使用量の多い拠点では積極的な水使用

量・排出量の削減を進めると共に、各地域の法規制のも

と、拠点における排水の水質管理を徹底しています。また、

各製造拠点は渇水などのリスクが低い地域に立地しており、

各地の状況に応じて水道水・工業用水・地下水を適宜使用

しています。
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6-2 サプライチェーンマネジメント
世界中の取引先様と共に持続可能な調達に向けた取り組みを推進。

基本方針

当社グループは、グローバル市場における事業継続と持続

可能な価値創造を見据えて、サプライチェーンマネジメント

（SCM）の強化を図っています。また当社グループは「朝日

インテックグループ調達方針」を定め、法令・社会規範遵

守の強化に取り組んでおり、これまでに築いてきた取引先

様とのパートナーシップを大切にし、公平、公正かつ透明

な取引に基づく、更なる関係強化を目指しています。

当社グループは、「Only One」技術や「Number One」製品

を世界に提供し続けることにより、質の高い医療の安定提

供という社会的責任の一端を担っています。この役割を果

たすため、「朝日インテック購買管理規則」に基づき、世界

中の取引先様と共に、持続可能な調達を目指した取り組み

を行っています。

　　サプライヤーへの方針の共有・説明
取引先様に対しては、品質管理はもとより、法令・社会規

範の遵守、公平・公正な取引などのお願いを行っています。

新規サプライヤー選定にあたってもこれらの対応状況を選

定基準の一部としています。

また、主要取引先様には、確実な供給体制を構築していた

だくため、短期の調達情報を毎月開示し、また中長期の調

達情報については必要に応じて各取引先様に情報を開示し、

納入品の安定供給に努めています。

＜主なお願い項目＞
■法令・社会規範（児童労働・強制労働の禁止などの人権
　尊重、腐敗の防止など）の遵守

■健全な経営体制と公正な企業活動

■品質や安全性の確保と安定供給体制

■指定納期の遵守、適正な価格等
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3

　　サプライヤーへのアンケート・監査
医療現場から求められている品質や安定供給の実現に向け

て、主要取引先様には「フォーキャスト（安定供給）に関す

るアンケート」を定期的に実施しています。また、2022年6

月期からは、当該アンケートに法令・社会規範の遵守／環

境配慮に関する項目を新たに追加いたしました。当社グ

ループは、企業行動憲章に掲げている通り、強制労働・児

童労働の防止などの人権に配慮した事業活動および環境に

配慮した事業活動に取り組んでおり、取引先様とのやり取り

を通じて、当社グループの生産・調達に関する方針を取引

先様にもご理解いただけるよう努めています。

取引先様には当社グループへの納入部材に対する生産計画

や品質管理状況を調査させていただいたうえで、リスク等

が生じた場合には監査等にもご協力いただいています。

また、購買管理規則に基づき、品質に関する重要な部材を

製造する取引先様への現場監査を定期的かつ計画的に実施

しています。現場監査では、品質管理システム及び製品品質

の二つの側面から実施し、規程・基準書の内容、品質管理

体制と品質検査工程、不具合の頻度や対応状況、更に予防

措置対応などを具体的に確認させていただいています。

　　調達のBCP（事業継続計画）
貴重な金属や試薬などを数多く調達している当社グループで

は、大規模災害やパンデミック発生時にもお客様への安定

供給が行えるよう調達のBCP（事業継続計画）にも力を入れ

ています。品目ごとに複数の調達先を設定した複数購買、

更に複数購買が困難な材料やリスクが大きい部材について

は内製化を進めるなど、いかなる場合にも安定した調達活

動ができるよう、サプライチェーンの強化、改善及び在庫の

適性化等を常に行っています。

また、2021年6月期から始めた新たな取り組みとして、主要取引

先様に対する「事業継続体制調査に関するご協力のお願い」の

アンケートを実施しています。これにより、サプライチェーン全

体におけるBCP体制の構築に役立てていきたいと考えています。

　　従業員教育
購買部署は、下請代金支払遅延等防止法の知識、理解を深

めると共に法令遵守として公正取引委員会・中小企業庁が

主催する講習会に参加しています。

社内教育におきましては、購買部署、納入部署、支払部

署、発注依頼部署、品質検査部署の全ての関係部署には、

下請代金支払遅延等防止法及び禁止事項11項目について

周知するための社内教育を実施しています。

6-2   |   サプライチェーンマネジメント
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1

2

市場情報・ユーザーニーズ

品質保証本部

フィードバック情報

監視 管理

製品品質の管理
国際基準・各国の基準 /規格
自社規格への適合性の確認

許
認
可
の
取
得
・
維
持

試験・検査

最終製品出荷

医療現場   顧客・ユーザ市場

母材購入

各国
法規制・規格

最終製品最終製品

研究開発 設計開発

母材加工

製造

包装・減菌

試験・検査

材料 医療機器 医療部材・産業部材

営業拠点

6-3 安全・安心な製品の供給
安全・安心な製品供給に向けて品質方針に基づき、体制を構築。

基本方針

当社グループは安全・安心な製品をお客様に安定供給する

ために、各拠点において、共通のポリシーに基づく品質方

針を定め、日々品質向上に努めることにより、更なるグロー

バル品質を目指しています。

推進体制

　　安全・安心な製品の供給に関する体制
当社グループでは、高品質な製品・医療機器を安定してお

客様にご提供するため、「品質方針」に基づき、研究・設計

開発・生産・営業拠点で統一した方針で品質保証を行うた

めの体制を整えています。また、第三者認証機関による厳

しい審査を定期的に受け、ISO9001・ISO13485などの各種

認証を取得・維持しています。そればかりでなく、当社グ

ループの製品を提供している110を超える販売国と地域にお

ける厳しい法規制に適合させることにより、お客様の要求す

る高品質な製品を提供できる体制を築いています。

　　品質保証体制/品質管理の考え方
当社グループでは、4つのコアテクノロジーをベースに、素

材から最終製品までの自社一貫生産体制を構築しています。

特に医療機器に用いる素材には高い精度の仕様・品質が要

求されますが、これらの水準を満たした素材を安定的に供

給することが可能な素材メーカーは世界的に見ても限られ

ています。そこで、当社グループはできる限り上流に近い

母材を購入し、理想に近い素材・部材を自社で製造した上

で、最終製品を製造しています。　

更に当社グループでは、製品品質を管理・保証するため

に、研究・設計開発部門や生産拠点、営業拠点から独立

した品質保証本部を社内に設置しています。品質保証本部

では、製品に要求される国際基準や各国の基準、自社規格へ

の適合性を確認するため、自社で製造した製品に対して試験・

検査を実施し、これらの試験・検査に合格した高品質の製品の

みが市場に出荷されます。また、これらの製造管理・品質保証

の体制の適切性は、自社で制定している厳しい社内認定制度

に基づき認定された内部品質監査員による内部品質監査や、

グループ間で品質監査を実施することによって定期的に監視さ

れており、継続的な改善を行うための取り組みを行っています。
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安全・安心な製品の供給のための取り組み

各拠点の認証

当社グループでは、第三者認証機関より品質マネジメントシ

ステム認証を下表の通り取得しています。

（2022年6月末時点での認証状況。 最新情報は当社ホームペー

ジ「会社情報」の「品質保証に関する考え方」をご参照ください）

品質規程

当社グループでは、朝日インテックグループ品質方針（共通

ポリシー）に基づく品質マネジメントシステムを文書化した

品質規程を設けています。これらの品質規程に基づいた運

用は、高い水準の品質保証を推進し、顧客のニーズ及び期

待を超える製品を供給し、社会に貢献することを目的として

います。

品質目標管理

品質方針に基づき、年度ごとの品質目標を設定して達成に

向けた活動を行っています。設定した目標について、経営

層も含めた定期的なレビューの機会を設けており、改善に

努めています。

品質に関する報告体制

当社グループでは、素材・材料の製造から最終製品が出荷

されるまでの全製造工程の品質情報をタイムリーに把握し、

製品品質を適正に監視しています。 また、お客様からの品

質に関するフィードバック情報は全て品質保証本部にて集約

し、調査・分析を行っています。これらの品質に関する情報

を経営層及び製造拠点、研究・設計開発拠点にタイムリー

に伝達し、工程改善や改良品開発などの改善活動に活かす

ことにより、安全・安心な製品を供給するための体制を整え

ています。

品質向上に向けた取り組み

当社グループでは、素材・製品の研究開発・設計開発の初

期段階から、品質保証本部及び製造拠点が第三者の立場で

審査に携わります。常に製造工程及び上市後の最終製品と

しての使用を意識した研究開発・設計開発を行うことで既存

品の課題を解決し、より高い品質の素材・製品の開発・製

造を実現しています。

品質に関する監査受け入れ・実施

当社グループでは、医療機器等を扱う生産系事業所及び品

質保証本部では、ISO や行政当局、お客様からの定期監査

等の受け入れを行っています。更に、内部監査員による定期

監査・非定期の内部監査も行っており、2022年6月期は、35

件の外部監査を受け入れ、5件の内部監査を実施しました。

拠点

朝日インテック株式会社
ASAHI INTECC CO.,LTD.

ASAHI INTECC THAILAND CO.,LTD.

ASAHI INTECC HANOI CO.,LTD.

トヨフレックス株式会社

 TOYOFLEX CEBU CORPORATION 

品質マネジメントシステム認証

メディカル事業部
・ISO 13485  /  EN ISO 13485 ・MDSAP

デバイス事業部 
・EN ISO 13485  /  ISO 13485  ・ISO9001

・ISO 13485  /  EN ISO 13485    ・ISO9001   ・MDSAP

・ISO 13485  / EN ISO 13485

・ISO9001

・EN ISO 13485  /  ISO 13485  ・ISO9001 

6-3   |   安全・安心な製品の供給

■品質マネジメントシステム認証の取得状況（2022年6月末時点)
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6-3   |   安全・安心な製品の供給

研究開発における生命倫理の尊重

医療機器の研究開発においては、有効性や安全性を確認す

るため、動物実験が必要となる場合があります。当社グルー

プでは、動物愛護および環境保全の観点などから、動物実

験が必ず必要となる場合を除いて、それに替わる代替での

手法を適用するよう努めております。

なお、動物実験につきましては、当社グループは自社内にて

実施しておらず、外部機関への委託を行っておりますが、当

委託をする場合においては、動物愛護及び環境保全の観点、

ならびに動物実験等を行う実験者の安全確保の観点などか

ら、委託先において適切な関連法令・指針等が定められて

いることを確認した上で、委託を行っております。

メディカル事業のクリーンレベル

当社グループは、国際基準であるISO14644シリーズ等

（Cleanrooms and associated controlled environments）の

Class 7・8に準拠した管理区域にてメディカル事業の医療機器

を製造しております。

従業員・サプライヤーへの教育・研修

当社グループでは、適用される法規制・規格及び社内基準

に基づき、従業員の力量・資格管理を行う独自のシステムを

構築しています。教育訓練を受け、力量・資格が確認され

た従業員のみが、お客様にお届けする製品の開発・製造・

検査などの全ての業務に関わることを徹底しています。また、

母材のお取引先様においても同様に力量・資格管理のシス

テムを持つことを推奨し、当社グループから定期的な評価・

確認を行っています。当社グループにおける2022 年6月末時

点の内部監査・サプライヤー監査を実施できる社内の監査

員認定資格者は132 名です。

製品の使い方の指導

PCIをはじめとするIVR 治療（Interventional Radiology:画像下

治療）において、患者様への負荷を少なく、効果的に治療を

行うためには、ガイドワイヤーやカテーテルなどを操作する

医療従事者の高度な技術と、手元の操作を先端まで正確に

伝えるガイドワイヤーやカテーテルが必要となります。また、

数ある製品の中から患者様及び治療患部の状態に合わせた

製品の選択も重要となります。

当社グループでは、世界各国の販売代理店及び医療従事者

の方々に、製品を安全・有効にご使用いただくための製品

の使用方法や選択方法、性能維持のための取り扱いに関す

る詳しい説明をご提供しています。世界各国の学会やセミ

ナーでは、KOL ドクターによる当社製品を用いた症例やデモ

ンストレーションを通じて、IVR 治療及び製品の使用方法の

普及活動を日々行っています。

当社グローバル本社・R&D センターでは、実際の手術室を

模擬したシミュレーションシステムと人体モデルを用いて、臨

床現場に近い環境でのトレーニングを医療従事者の方々にご

提供しています。

バリューチェーンでの品質保証
（開発・設計（テスト）・販売・使用・製造段階での取り組み）

当社グループでは「現場」「現物」「現実」の三現主義に基づ

き、素材の研究開発から最終製品の製造まで行っています。

また、110を超える国・地域への適切な販売体制を整え、

迅速に市場からのフィードバック情報を収集し、工程改善や

改良品開発などの改善活動を行う体制を自社で持つことで、

バリューチェーン全体を通して、常に市場のニーズを超える

製品開発と安定供給を実現しています。

このようなバリューチェーン全体を通した取り組みの結果、

当社グループは独自の技術力を用いた高性能な製品や、グ

ローバル規模での高い市場占有率などが評価され、2020 年

に、世界のサプライチェーンにおいて必要不可欠な存在であ

る企業を認定・表彰する「グローバルニッチトップ企業100 

選（経済産業省）」に認定されました。
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6-4 社会貢献活動

社会貢献に対する考え方

当社グループのサステナビリティとは、ステークホルダーと

の信頼関係を構築すること、価値創造プロセス（事業の推

進と基盤の強化の好循環）に取り組み、企業理念を実践す

ること、それにより「ASAHI ブランド」（コーポレートブラン

ド）を確立することと考えています。

当社グループにとって地域社会・グローバル社会は大切な

ステークホルダーです。当社グループは社会の一員として、

いつの時代も地域・社会の発展を支えることにより、ス

テークホルダーとの信頼関係を構築してまいります。

スポーツを通じた社会貢献

当社グループは、スポーツ振興による人々のQOL向上や地

域の活性化など、広く社会に貢献する取り組みを進めてい

ます。また、世界で活躍する選手を応援することにより、

当社グループの組織風土の活性化へもつなげています。

■プロゴルファーとの当社所属選手契約・スポンサー契約締結

当社グループはCSR活動の一環として、アスリートを支援

するスポンサーシップに取り組んでおります。

地元名古屋出身の女子プロゴルファー服部真夕プロと当社

所属選手契約を締結、2016年にプロテストを2位で合格し

た地元出身の若手有望株である小野祐夢プロとスポンサー

契約を締結、当社本社が所在する愛知県瀬戸市の出身で

ある男子プロゴルファー大澤和也プロと当社所属選手契約

を締結いたしました。

地元出身のアスリートの支援を通じて、地域の活性化を目指

し、地域への貢献につなげてまいりたいと考えております。

■なでしこリーグ女子サッカーチーム/朝日インテック・ラブ

　リッジ名古屋とのネーミングライツパートナー契約

当社は2022年2月に、なでしこリーグに所属する名古屋市の

女子サッカーチーム「朝日インテック・ラブリッジ名古屋」と

ネーミングライツパートナー契約を結び、活動の支援を行っ

ています。また、チーム所属選手を当社社員として雇用し、選

手としての活動を支えています。

朝日インテック・ラブリッジ名古屋は、1995年に名古屋グラ

ンパスジュニアレディースとしてチームが発足し、1998年に

名古屋FCレディースへ名称変更、2004年に愛知県リーグか

ら東海リーグに昇格しました。2012年にNGUラブリッジ名古

屋に名称変更し、2014年に日本女子サッカーリーグ（なでし

こリーグ）3部チャレンジリーグに昇格、さらに2021年には日

本女子サッカーリーグ（なでしこリーグ）1部に昇格、2022年

に朝日インテック・ラブリッジ名古屋に名称変更し、上位を目

指して活動中です。
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6-4   |   社会貢献活動

■日本代表DF 吉田麻也選手を広告キャラクターに起用

当社は2018年より吉田

麻也選手（ドイツ ブンデ

スリーガ1部・FCシャル

ケ04所属）を広告キャ

ラクターとして起用して

おります。

日本代表DF（キャプテ

ン）としても活躍し、世

界的評価の高い吉田選

手を当社の広告に起用

することで、日本から世界へ低侵襲治療の普及を目指す当社

の理念をより多くの方にご理解いただける機会が広がること

を期待しています。

また、世界で活躍する吉田選手の姿は、世界中の人々の共

感を捉えるとともに、多くの人にとって励みになると考えて

います。吉田選手は愛知県豊田市近辺にて中学・高校の学

生時代を過ごし、名古屋グランパスジュニアユースを経て、

2009年まで名古屋グランパスに所属するなど、当社の所在

地である愛知県との深い縁もあります。今後、吉田選手を

通して当社の理念や企業情報をお伝えしてまいりますので、

ご期待ください。

地域社会への貢献

■瀬戸市子どもの今・未来応援基金への寄付
当社は2021年11月、「瀬戸市子どもの今・未来応援基金」

（愛知県瀬戸市）へ50万円を寄付いたしました。「瀬戸市子

どもの今・未来応援基金」とは、一人一人の子ども及び若

者が、切れ目のない支援を受けることで、それぞれの夢ま

たは自立に向かって健やかに育つことができるための施策

を推進するため、瀬戸市が創設したものです。

今回の寄付金は、子育てに困難を抱える家庭に対する紙お

むつや食品等の生活必需品の購入費用、子どもの送迎や預

かりにかかる費用、若者の学びの継続への支援などに役立

てられます。当社はこの瀬戸市の取り組みに対し、毎年50

万円の継続的な支援を行ってまいります。

■地域情報誌“INTE-LLIGENCE”発行
当社は、2022年1月よ

り瀬戸市周辺の情報を

紹介する地域情報誌 

『INTE-LLIGENCE』 を発行

しております。本情報誌

は、瀬戸市で働き、瀬

戸市近郊に住んでいる

当社社員だからこそ

知っているディープな情

報を中心にピックアップ

し、「瀬戸の魅力を再発

見する」ことをコンセプトに、微力ながら地域活性化の一助

となるようにとの想いで制作いたしました。

本誌は瀬戸市公共施設、瀬戸市内の金融機関、鉄道各駅

（尾張瀬戸駅、新瀬戸駅、瀬戸市駅、三郷駅、尾張旭駅）

などに設置していただいております。

今後は半年に1回の発行を予定しており、引き続き地域の発

展に貢献してまいります。

『INTE-LLIGENCE』は、瀬戸の持つ深い文
化的土壌への敬意と、叡智と探求心を表現
する言葉「INTELLIGENCE」をコンセプトに
した、朝日インテックによる“瀬戸の魅力”の
「再発見と発掘」がテーマの地域情報誌です。

INTE-LLIGENCE
インテリジェン ス

Vol.02 2022
August

朝日インテックがご案内する、
瀬戸を中心としたこの地域をもっと知り、もっと楽しむマガジン

表紙には抗菌加工を施しています

瀬
戸
だ
か
ら
楽
し
め
る
、

自
然
を
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
！
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6-4   |   社会貢献活動

■SDGs IDEA FORUM
    （主催：名古屋市、名古屋市立大学）の支援
当社は、SDGsへの取り組みの一環として、名古屋市及び名

古屋市立大学が主催するSDGs IDEA FORUMへの支援を

行っております。SDGs IDEA FORUMは、名古屋市内にキャ

ンパスを置く大学・短期大学の大学生から柔軟かつ革新的

な発想を募集し、名古屋市が抱える地域課題の解決を目指

すプロジェクトで、2021年度は当社取締役が審査員を務め

ました。

当社は今後もSDGsについての取り組みを主体的に行うこと

に加え、このような取り組みへの支援を行うことで地域社会

に貢献してまいります。

■絵本『だいじょうぶ  ぼくがついてるよ カテーテルくんだ  
   いかつやく！』寄贈・販売
当社は、設立45周年記念事業の一環として、2022年2月に

カテーテル治療を題材にした絵本『だいじょうぶ ぼくがつい

てるよ カテーテルくんだいかつやく！』を発行し、下記寄贈

先に寄贈いたしました。また、同年4月より販売を開始して

おり、売上の一部は寄付する予定としております。

本書は低侵襲治療の普及を目的として、より多くのお子様に

カテーテル治療とはどのようなものかを知っていただくため

に制作いたしました。また、カテーテル治療を受けられる

方やそのご家族にもお読みいただくことで、カテーテル治

療が患者様にとって負担の少ないものであることをご理解い

ただき、精神的ケアにもお役立ていただけるのではないか

と考えております。

なお、本書の原画は当社グループのフィカス株式会社※の

社員が担当しております。

※フィカス株式会社は、企業などへの就職が困難な障がいのあ
る方々に就労機会を提供し、生産活動などを通じて、その知識
や能力の向上に必要な訓練などを行う「就労継続支援（A型）」
の認定を受けた企業であります。

【寄贈先】
全国の大学病院、主要病院、東海3県の幼稚園・保育園・
こども園、東海3県の公立図書館、愛知県庁、愛知県の市
町村役場　等

岡田新吾

朝日インテック株式会社

フィカス株式会社

株式会社CBCクリエイション
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